
おいしくできたかな？

特集

特集

特集

沖縄県広報誌｢美ら島沖縄｣は、県の施策や
情報をわかりやすく県民のみなさまにお伝
えする冊子です。公共機関や学校、銀行、病
院など多くの方が利用する施設でご覧にな
ることができるほか、沖縄ファミリーマー
トの店舗で無料配布しています。

沖縄県広報誌「美ら島沖縄」について

＊

http://www.pref.okinawa.jp/churahome/

本号とバックナンバーは県広報課
ホームページでご覧になれます。

石窯から真っ赤な炭を取り出す。        ヤケドしないように気をつけてね

遊んで学ぶ自然教室

TEL.098-866-2020 

「
石
窯
で
ち
ん
す
こ
う
を

             

作
ろ
う
」

砂糖とラードをよ
く混ぜた後、振るっ
た小麦粉を入れて
さらに混ぜる。

厚さ5mmくらいの
食べやすい大きさ
にまとめて形をつ
くる。

180度以上に温めた
石窯で約30分焼く。

おいしいちんすこうが完成！

高校生・大学生によるエコ活動発表コンテスト
「エコプレ2009 in おきなわ」

小倉 宏樹さん

大学在学中に経験したキャンプカウ

ンセラーをきっかけに、野外教育に

関心を持つ。2004年、自然や人との

関わりを通して、共に学びあい育ち

あう「よみたん自然学校」を開校。

TEL：098‑958‑7767

遊んで学ぶ自然教室 親子エコくらぶ　
「石窯でちんすこうを作ろう」

カンムリワシ

石
窯
に
火
を
お
こ
そ
う
！

ち
ん
す
こ
う
は

　
　

何
で
で
き
て
い
る
？
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身
近
に
あ
る
地
元
の
素
材
を
使
っ
て

昔
な
が
ら
の
遊
び
に
挑
戦
す
る
「
う
ち
な
〜
流
エ
コ
」
。

お
日
様
や
風
を
感
じ
て
、
親
子
で
一
緒
に
遊
び
な
が
ら

沖
縄
の
豊
か
な
自
然
を
再
発
見
し
て
み
よ
う
！

ちんすこうを作ろう！

は
ち
ま
ん
ゆ
う
ま

は
る
か

ちんすこうの名前の由来は何かな？

2

1

3

4

監
修
／
N
P
O
法
人
沖
縄
ホ
ー
ル
ア
ー
ス
研
究
所

県政フラッシュ  

「美ら島沖縄総体2010」開催に向けて

沖縄21世紀ビジョン

デートDVってなんだろう

仕事の現場ウォッチング

リハビリテーション医療・福祉のシゴト 
（作業療法士）
県のうごき1

離島フェア2009

県のうごき2

情報ひろば　お知らせ

輝け！わした島の未来「沖縄元気プロジェクト」
 恩納村

自主財源の確保に向けて

守りたい自然  ～おきなわの彩鳥（いろどり）～

思いっきり息を吹くと、炎がさらに大きくなったよ

砂    糖　 15g
ラード　20g
小麦粉　55g

「よみたん自然学校」代表

◇材料◇
１人分（約10個）

開催場所：11時14日（日）13時～18時
開催場所：那覇市ぶんかテンブス館

お問い合わせ：NPO法人沖縄ホールアース研究所  
TEL : 098-862-3828
E-mail : okinawa@wens.gr.jp



K E N S E I  F L A S H

県政

フラッシュ
9月・10月の動き

北沢防衛大臣との会談の様子

飲酒運転根絶について訴える仲井眞知事

北沢防衛大臣が初来県
米軍普天間飛行場の移設などについて会談

前原沖縄担当大臣が初来県、政府と沖縄県との
橋渡し役として諸問題の解決に努めると発言

国指定重要無形文化財保持者39人と
国選定保存技術の保存団体へ認定書を伝達

沖縄県飲酒運転根絶条例が施行
全国ワースト脱却へ

条例PRチラシを配る仲井眞知事

前原沖縄担当大臣を前に要請書を読み上げる仲井眞知事
会談で意見を述べる北沢防衛大臣

認定を受けた保持者ら一同

お祝いの言葉を述べる仲井眞知事

　国指定重要無形文化財となった「琉球舞踊」と国
選定保存技術として認定された「組踊道具・衣裳製
作修理」の認定書伝達交付式が那覇市内のホテル
で行われた。
　保持者39人を代表してあいさつした琉球舞踊保
存会の玉城節子会長は「認定は先人たちのおかげ。
これからも伝統芸能の錬磨と継承に努めていきた
い」と話し、組踊道具・衣裳製作修理保存会の金城
裕幸会長は「今後も道具・衣裳についてしっかり研究し、より良いものを作っていきた
い」とそれぞれ認定の喜びと今後の抱負を語った。
　その後の祝賀会でお祝いの言葉を述べた実行委員長の仲井眞知事は「伝統文化発
展の中核としてこれからも活躍されることを期待する」と話し、保持者らを激励した。

県の要請に対し、意見を述べる前原沖縄担当大臣

　就任後初めて来県した前原誠司沖縄担当大臣
を県庁で迎えた仲井眞知事は、前原沖縄担当大
臣との面談で米軍普天間飛行場の移設について
県側の姿勢を説明し、沖縄振興予算の総額確保
や在日米軍再編など10項目について要請した。
　仲井眞知事から要請を受けた前原沖縄担当大
臣は「橋渡し役として県民の声を政府へ伝えた
い」と抱負を語り、沖縄振興予算については「沖
縄への支援策は今後ともしっかりとやっていく」と話した。
　また、沖縄市の泡瀬干潟埋め立て事業については「県や市と相談しながら判断して
いきたい」と話した。

　就任後初めて来県した北沢俊美防衛大臣は長
島昭久防衛政務官らとともに県庁を訪ね、仲井眞
知事ら県幹部と面談した。
　北沢防衛大臣は、「基地の負担をどうする
かは大きな問題」「日米の基軸は重要」「防衛
大臣としての初仕事で、沖縄の話をしっかり
聞きたい」と述べた。
　仲井眞知事は、米軍基地から派生する諸
問題の解決促進、米軍普天間飛行場の移設、
日米地位協定の抜本的な見直しなどについ
て県の考えを説明し、県民の目に見える形で
基地負担の軽減が実現されるよう要請した。

　飲酒運転検挙率全国ワーストとなっている
現状からの脱却を目指し、県民全員で飲酒運
転根絶に取り組むことを定めた沖縄県飲酒運
転根絶条例が1日に施行された。
　この日、県民広場では条例の施行をアピール
するセレモニーが行われ、仲井眞知事や　嶺
善伸県議会議長、黒木慶英県警本部長のほ
か、条例制定に携わった全ての県議員や県、県警の職員ら約200人が参加した。
　仲井眞知事は「県飲酒運転根絶条例は私たちの暮らしを守るもの。飲酒運転根
絶を果たすためにも県民の皆さんには協力をお願いしたい」と呼びかけ、街頭で
通行人らに条例をPRするチラシを手渡した。

日誌
県政

52万5,209世帯世帯
※前月比794世帯増

平成21年9月1日現在

138万4,762人人口
※前月比1,213人増
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月SEPTEM
BER

16日17日18日20日21日22日24日25日28日29日30日
（
財
）沖
縄
県
体
育
協
会
へ
の
寄
付
金
贈
呈
式

贈
呈
者　

沖
電
グ
ル
ー
プ
百
添
会  

琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス

「
2
0
0
9
ア
ジ
ア
シ
リ
ー
ズ
日
韓
戦
」観
戦

ラ
オ
ス
国
官
房
大
臣

チ
ュ
ア
ン
・ソ
ム
ブ
ー
ン
カ
ン
氏

表敬面談

沖縄の人口
世帯の動き

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
社
長

嘉
手
苅
義
男
氏

表敬
駐
日
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
特
命
全
権
大
使

フ
ィ
リ
ッ
プ
・フ
ォ
ー
ル
氏

表敬
在
ボ
リ
ビ
ア
日
本
大
使　

田
中
和
夫
氏

面談
防
衛
大
臣　

北
沢
俊
美
氏

面談
株
式
会
社
L

－

1
代
表
取
締
役

森
川
孝
昭
氏
ほ
か

那
覇
港（
泊
ふ
頭
地
区
）大
型
旅
客
船
バ
ー
ス
完
成

供
用
式
典

沖
縄
道
州
制
懇
話
会
に
よ
る
道
州
制
に
関
す
る

最
終
提
言

　
　

月O
C
TO
B
ER

10
平
成　

年
度
第
5
回
沖
縄
県
議
会
開
会

21

東
京
出
張（　

日
ま
で
）

19

第　

回「
琉
球
新
報
賞
」贈
呈
式
・
祝
賀
会

45
「
美
ら
島
沖
縄
総
体
2
0
1
0
」支
援
会
設
立
総
会

在
沖
米
国
総
領
事
主
催
懇
親
会

沖
縄
県
警
察
学
校
卒
業
式

第
4
回
沖
縄
の
観
光
の
未
来
を
考
え
る
総
決
起
大
会

新
百
歳
長
寿
者
慶
祝
訪
問

1日3日5日7日8日11日13日

21

平
成　

年
度
第
5
回
沖
縄
県
議
会
一
般
質
問

（
6
日
ま
で
）

「
沖
縄
県
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
」

施
行
日
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

県
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
報
告
及
び
勧
告

平
成　

年
度
第
5
回
沖
縄
県
議
会
代
表
質
問

（　

日
ま
で
）

21
30面談

沖
縄
担
当
大
臣　

前
原
誠
司
氏

表敬
ハ
ワ
イ
沖
縄
連
合
会
会
長

知
念
・フ
ォ
ー
ド
・
明
氏

表敬
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス

表敬
伊
平
屋
村
長　

伊
礼
幸
雄
氏

表敬
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
理
事
長　

茂
木
賢
三
郎
氏

要請
沖
縄
市
長　

東
門
美
津
子
氏

※
沖
縄
未
来
こ
ど
も
ゾ
ー
ン
運
営
費
補
助
金
に
つ
い
て

東
京
出
張（　

日
ま
で
）

10

第　

回
那
覇
大
綱
挽

39
沖
縄
平
和
賞
支
援
募
金
贈
呈
式　

贈
呈
者

沖
縄
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長　

赤
嶺
勇
氏

「
琉
球
舞
踏
」国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
・
保
持
者
認
定

お
よ
び「
組
踊
道
具
・
衣
装
製
作
修
理
」国
選
定
保
存
技

術
・
保
存
団
体
認
定
書
伝
達
交
付
式
、記
念
合
同
祝
賀
会



全国高校総体推進課  　TEL：098-866-2713　　FAX：098-866-2721お問い合わせ

上
位
進
出
を
目
指
す

選
手
の
取
り
組
み

1

「美ら島沖縄総体 2010」公式 HP　http://www.ih2010.jp/または「美ら島沖縄総体 2010」で検索
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大
会
を
支
え
る

高
校
生
の
取
り
組
み

（
高
校
生
一
人
一
役
活
動
）

来年7月に平成22年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）が沖縄県で開催
されます。全国一巡の最後となる本大会には県外から選手・監督等、約3万6千人が集
い、28競技を通じて青春の熱き戦いを繰り広げます。

　

来
年
七
月
二
十
八
日
に
幕
を
開
け
る

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
2
0
1
0
」。大
会
ま

で
一
年
を
切
り
、選
手
た
ち
の
練
習
に
も
熱

が
入
っ
て
い
ま
す
。陸
上
競
技
の
強
化
指

定
校
と
な
っ
て
い
る
那
覇
西
高
校
陸
上
部

男
子
キ
ャ
プ
テ
ン
の
宜
保
駿
君
は
「
八
月

に
三
年
生
が
引
退
し
、
新
チ
ー
ム
に
な
っ

た
ば
か
り
だ
が
、
大
会
を
控
え
た
チ
ー
ム

の
雰
囲
気
は
良
く
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が

地
元
開
催
で
全
国
の
選
手
と
戦
え
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
る
。先
輩
た
ち
が
結
果

を
残
し
て
く
れ
た
よ
う
に
僕
た
ち
も
ベ
ス

ト
を
目
指
し
ま
す
」
と
力
強
く
語
り
、
ま

た
、
女
子
キ
ャ
プ
テ
ン
の
宮
城
紫
さ
ん
は

「
生
活
面
や
練
習
に
取
り
組
む
姿
勢
に
つ

い
て
先
輩
に
指
導
さ
れ
る
と
き
も
あ
る
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
力
不
足
だ
が
、
先
輩
た
ち

の
よ
う
に
全
国
で
活
躍
し
た
い
」
と
コ
メ

ン
ト
し
ま
し
た
。先
輩
た
ち
の
思
い
や
全

国
で
の
活
躍
が
、両
キ
ャ
プ
テ
ン
に
と
っ
て

大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
一
方
、
五
十
名
以
上
の
部
員
を
指
導
す

る
同
校
陸
上
部
の
平
良
邦
昭
監
督
。九
・

十
月
は
、
国
体
や
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

な
ど
県
外
遠
征
が
多
く
、部
員

指
導
に
つ
い
て
コ
ー
チ
と
の
連

携
を
綿
密
に
行
い
な
が
ら
、

チ
ー
ム
を
統
括
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
チ
ー
ム
に
つ
い
て
、
平

良
監
督
は
「
気
持
ち
の
状
態
に
ム
ラ
が
あ

り
、
ま
だ
ま
だ
力
を
出
し
き
れ
て
い
な
い
。

先
輩
の
刺
激
を
受
け
て
地
元
開
催
に
望

ん
で
ほ
し
い
」と
、
照
準
を
来
年
の「
美
ら

島
沖
縄
総
体
2
0
1
0
」
に
合
わ
せ
て
い

ま
す
。

　

大
会
ま
で
残
り
九
ヶ
月
。高
校
生
最
大

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
最
高
の
成
績
を

残
す
た
め
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
熱
が
入
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

　

去
る
九
月
二
十
五
日
（
金
）
に
沖
縄
県

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、「
美
ら
島
沖
縄

総
体
2
0
1
0
支
援
会
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。支
援
会
は
県

内
四
十
三
の
企
業
・

団
体
で
構
成
さ
れ
、

沖
縄
県
経
営
者
協

会
会
長
の
知
念
榮

治
氏
が
支
援
会
会

長
に
就
任
し
ま
し

た
。今
後
は
大
会
の

広
報
活
動
や
協
賛
・

募
金
、
来
県
者
へ
の

歓
迎
活
動
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
大

会
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

設
立
総
会
に
お
い

て
「
美
ら
島
沖
縄
総

体
2
0
1
0
」
県
実

行
委
員
会
会
長
の
仲
井
眞
知
事
は

「
来
年
の
全
国
総
体
の
本
県
開
催
で

県
外
か
ら
約
十
万
人
が
訪
れ
る
。  

沖

縄
大
会
は
最
高
だ
っ
た
、ま
た
沖
縄
に

行
き
た
い  

と
思
う
よ
う
な
大
会
を

作
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
支
援
会
の

協
力
が
必
要
だ
」と
挨
拶
し
、大
会
に

対
す
る
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の

全
国
一
巡
の
最
後
と
な
る
「
美
ら
島
沖

縄
総
体
2
0
1
0
」。県
は
大
会
の
成

功
を
目
指
し
て
今
後
と
も
活
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
主
役
は
高
校
生
で

す
。来
年
の
大
会
に
向
け
て
、
県
内
の
各
高

等
学
校
で
は
視
察
や
研
修
・
合
同
練
習
会

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

ほ
か
、
高
校
生
一
人
一
役
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。沖
縄
県
を
県
外
に
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
総
合
開
会
式
で
式
典
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
務
め
る
生
徒
は
「
総
体
の
始
ま
り

に
ふ
さ
わ
し
い
開
会
式
に
す
る
た
め
、
選

手
に
負
け
な
い
く
ら
い
明
る
く
元
気
に
ア

ナ
ウ
ン
ス
し
た
い
で
す
。と
て
も
大
き
な

舞
台
な
の
で
緊
張
し
ま
す
が
、　

美
ら
島

沖
縄
総
体
2
0
1
0　

を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
も
、
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て

い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
大
会
会
場
へ
の
案
内
業
務
や

競
技
運
営
等
、
高
校
生
一
人
一
役
活
動
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
県
内
の
高
校
生

の
思
い
を
一
つ
に
し
て
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

を
運
営
し
、
全
国
か
ら
来
県
す
る
高
校
生

と
の
交
流
を
深
め
、
高
校
生
一
人
ひ
と
り

に
と
っ
て
達
成
感
の
あ
る
大
会
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
そ
の
よ
う
な
高

校
生
の
取
り
組
み
を
温
か
く
サ
ポ
ー
ト

し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
も

多
く
の
方
が
大
会
会
場
へ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
援
会
が
発
足

会場を草花で彩るために試験栽培をおこなう生徒たち公開演技の郷土芸能練習風景（合同練習）

練習に取り組むキャプテンの宮城さん

奈良総体女子 400mリレー決勝　那覇西（左から2組目）

支援会設立総会及び第 1 回総会の様子

“

“

“

“

力
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　県では、初めての長期構想となる「沖縄 21世紀ビジョン（仮称）」を、県民とともに作成しています。
　この21世紀ビジョンは、県民の皆様から寄せられたご意見をもとに、将来（2030 年）のある
べき沖縄の姿を描き、その実現に向けた方向性を明らかにするものです。
　今回は、県民アンケートで寄せられた「沖縄の将来像」に関する県民意見をご紹介します。

多くの県民と「沖縄の将来像」について考えました

　まず、「守るべき『沖縄の良
さ』とは何ですか？」という質
問に対して、県民の９割近く
が「豊かな自然環境」と回答
しています。次いで、「独特の
伝統文化・食文化」が７割近
くで続いています。

県民の多くが [自然環境 ][ 伝統文化 ]を
守るべきと考えています

　次に、「何を改善したいですか？」という質問に対しては、県
民の半数以上が「雇用問題」と回答しています。次いで、「教育
問題」、「財政問題」の順で高くなっています。

　21世紀ビジョンでは、これまでご紹介してきた県民意見を基に、
以下の５つの将来像を描いています。

県民の半数以上が［雇用問題］を
改善すべきと考えています

　県民の多くが、20年後の沖縄を考える
上で「豊かな自然環境」と「独特の伝統文
化」を沖縄の良さとして守り、「雇用問
題」を改善すべきと答えています。

「沖縄の将来像」は、
どうあるべきなのでしょうか？

県民が望む20年後の沖縄の姿

　県民意見の募集を開始してから
１年足らずの間に、県内全域より
2,731通ものご意見が寄せられまし
た。
　特徴的なのは、その半数近くが
20歳代以下の若い世代からのご意
見だったことです。この世代は、21
世紀ビジョンが想定する西暦2030
年に、30～40歳代となる将来の沖
縄を担う中核世代で、「自らの将来
は、自ら描く」という気持ちの表れ
とも言えるでしょう。

たくさんの県民意見が
寄せられました

【年齢別・圏域別アンケート回収結果】

県企画調整課  TEL：098-866-2026　 FAX：098-866-2351お問い合わせ

※ 詳しくは http://www.21okinawa.net/ をご覧ください。

あなたは、守るべき『沖縄の良さ』とは何だと思いますか？

豊かな自然環境（青い海や貴重な生物など）

独特の伝統文化・食文化（方言・芸能・チャンプルーなど）

もてなしや助け合いの県民性

離島の多様な暮らし

多様性を受け入れる風土

長寿県であること

沖縄への愛着や誇り

地場産業（泡盛、工芸など）

つながりの強い地域社会

その他（自由回答）
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0

34.9

18.9

27.9

20.0

52.2

43.1

20.4
24.3

41.4

9.0

(%)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

県民意識の問題（積極性が足りないなど）

農林漁業の問題（担い手不足、食の安全など）

財政問題

その他（自由回答）

地域や離島の過疎化・高齢化問題

暮らしの安全の問題（防災、防犯など）

健康問題（生活習慣病など）

交通問題（渋滞、運賃など）

雇用問題（若者、女性、高齢者の雇用など）

教育問題（学力、進学率など）

（注）3つまで選択可 （注）3つまで選択可

あなたは、何を改善していきたいですか？

1

2

3

4

5

年齢別回収結果

19歳以下
（31.7％）

20歳代
（13.5％）30歳代

（16.0％）

40歳代
（12.5％）

50～64歳代
（19.5％）

65歳以上
（5.2％）

不明
（1.6％）

回収総数
2,731通

沖縄らしい
自然と歴史、伝統、文化を

大切にする島

心豊かで、
安全・安心に
暮らせる島

希望と活力にあふれる
豊かな島

世界に開かれた
交流と共生の島

多様な能力を発揮し、
未来を拓く島

げらゑ2121は、沖縄の未来をみんなと一緒に考え、創造
するためにやってきたノグチゲラです。愛称の『げらゑ」は、
琉球王朝時代に「作り出す」、「創造する」という意味で使
われており、王府管船の愛称としても使われていました。

　現在、沖縄県振興審議会及び同総合部会で、とりまとめの
作業を進めており、今年中を目途に作成する予定です。

沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島
心豊かで、安全・安心に暮らせる島
希望と活力にあふれる豊かな島
世界に開かれた交流と共生の島
多様な能力を発揮し、未来を拓く島

圏域別回収結果

南部圏域
（50.9％）

中部圏域
（15.2％）

北部圏域
（18.9％）

宮古圏域
（6.0％）

八重山圏域
（3.9％）

不明（3.9％）県外（1.2％）

Think! 1Think! 2

（注）回答率は、速報値。複数のキーワードを含む回答があることから、回答率の合計
　　は100％にならない。

「あなたが望む沖縄の将来像」とは、どのようなものですか？

自然環境／風景・景観／生物/環境共生・循環型社会

No. キーワード 回答率

安全・安心／地域社会（医療、子育て、治安、災害、米軍基地など）

伝統文化／風土

55.5％

43.9％

32.1％

28.5％

9.1％

8.6％

1

2

3

4

5

6

経済・産業振興／雇用

国際交流／国際協力・貢献／各種の交流／交通

学校教育／生涯教育など／人材育成

Think! 3

将来像 ①

将来像 ②

将来像 ③

将来像 ④

将来像 ⑤

　昨年11月より、県内全域にパン
フレットを配布し、県民意見を募
集しました。
　また、21世紀ビジョン高校生作
文コンクールでは、県内17校より
509作品の応募があり、優秀者に
は今年３月のシンポジウムにも参
加していただきました。さらに、
県内６地区での地域フォーラムや
全41市町村でのワークショップを
開催し、さまざまな形で意見交換
を行ってきました。

　県民の皆様に、「あなたが望む沖縄の
将来像とは？」という質問で自由に描いて
いただいたところ、沖縄への誇りや将来
への夢にあふれた、実
にさまざまなご意見が
寄せられました。具体
的な内容は、21世紀ビ
ジョンの中で記述する
予定ですが、ここでは
キーワード検索の結
果をご紹介します。
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…………………………………………………………………………………… ………………………………………………………………………
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7
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9

10

6

（年金・医療費増、税負担と
 行政サービスなど）

パンフレット

～ 県民が望む20年後の沖縄の姿 ～



県平和・男女共同参画課  TEL：098-866-2500　FAX：098-866-2589お問い合わせ

　

平
成
十
九
年
度
に
内
閣
府
が
実
施
し

た「
若
い
世
代
に
お
け
る
恋
人
か
ら
の

暴
力
に
関
す
る
調
査
」に
よ
る
と
、恋
人

が「
現
在
い
る
、ま
た
は
過
去
に
い
た
」と

答
え
た
若
者
の
約
五
割
が
、恋
人
か
ら

何
ら
か
の
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

と
回
答
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、男

女
交
際
が
始
ま
れ
ば
、Ｄ
Ｖ
が
起
き
る

こ
と
は
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
な

く
、大
学
生
や
高
校
生
な
ど
の
間
で
も

起
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、恋
人
同
士
の
間
で
起
こ

る
暴
力
の
こ
と
を「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」と
呼

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
ア
ホ
」「
頭
悪
い
」な
ど
の
言
葉
で

バ
カ
に
さ
れ
た

友
だ
ち
と
の
約
束
を
無
理
に
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
せ
ら
れ
た

お
小
遣
い
や
バ
イ
ト
代
を
使
わ
れ

て
し
ま
っ
た
り
、貸
し
た
お
金
を
返

し
て
も
ら
え
な
い

携
帯
電
話
に
出
な
か
っ
た
り
、メ
ー

ル
に
す
ぐ
に
返
事
を
出
さ
な
い
と

怒
ら
れ
た

蹴
る
、殴
る
、突
き
飛
ば
す
な
ど
さ

れ
た

好
き
だ
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と

キ
ス
や
性
的
行
為
を
無
理
や
り
迫

ら
れ
た

　一人で悩まずに、勇気を出して、専門の相談機関に
相談してください。あなたの秘密は守られますので、
安心してください。
　そして、もしも友だちが交際相手との関係で困って
いるのではないかと思ったら、その友だちに声をかけ
て話を聞いてみてください。秘密を守ることも大事な
ことですが、デートＤＶの問題は、解決するのがとても
難しいので、友だちが信頼できる大人に相談できるよ
うに力になってあげましょう。
　あなたの周りで、「あれ？」「これってデートＤＶ？」と
思うようなことがあったり、友だちのことが心配な場
合は、あなたが相談することもできます。

　県では、ローソン、沖縄ファミリーマートの協力を得
て各店舗にＤＶ相談窓口カードを設置するほか、一般
啓発のための講演会やパネル展を行います。これを
機に多くの方々に女性の人権について考えていただ
きたいと思います。カードは、
県のホームページでもご確認
いただけます。

「女性に対する暴力をなくす運動」

デートＤＶの問題で悩んでいる皆さんへ

毎年11月12日～11月25日

098-868-4010☎

098-854-1172☎

098-863-9110
（または♯9110）
☎

〔被害についての相談〕
沖縄県男女共同参画センター
てぃるる相談室

沖縄県女性相談所

警察安全相談
（年中無休、24時間）

〔加害者の更生に関する相談〕
098-884-1018
（毎週水曜日）
☎ＤＶ加害者更生相談

デ
�
ト
Ｄ
Ｖ
�
て

な
ん
だ
ろ
う

Ｄ
Ｖ
予
防
啓
発
講
座

気
づ
き
に
く
い
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は

豊見城南高校での講座の様子

DV加害者更生相談カード DV被害相談カード

　

若
者
は
、束
縛
を
愛
情
だ
と
思
い
込

む
傾
向
が
あ
る
た
め
、デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
は

親
密
な
関
係
に
な
っ
た
途
端
に
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。し
か
し
、「
恋
人
に

尽
く
す
も
の
だ
」「
性
的
関
係
が
な
い
と

恋
人
と
は
い
え
な
い
」と
い
っ
た
思
い
込

み
が
あ
る
と
、被
害
者
も
加
害
者
も
、そ

れ
が「
暴
力
」と
は
、な
か
な
か
気
付
け

ま
せ
ん
。

　

た
と
え
気
付
い
て
い
て
も
、恋
人
の
い

な
い
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
別
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
や
、相
手
と
学
校

や
バ
イ
ト
先
が
一
緒
だ
と
別
れ
る
の
が

怖
く
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、若
者
に
は「
大
人
に
は
相
談

し
た
く
な
い
。相
談
す
る
な
ら
友
達
に
。

で
も
、で
き
た
ら
誰
に
も
知
ら
れ
た
く

な
い
」と
い
う
傾
向
も
あ
る
た
め
、周
囲

の
人
も
な
か
な
か
気
付
け
な
い
の
で

す
。

　

県
で
は
、Ｄ
Ｖ
を
な
く
す
た
め
に
は

若
い
世
代
か
ら
の
予
防
啓
発
が
必
要
だ

と
考
え
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
Ｄ
Ｖ

予
防
啓
発
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
講

座
で
は
、
身
近
な
暴
力
に
気
付
き
、
相

手
を
尊
重
す
る
こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
、

模
擬
体
験
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
人
ひ
と
り
が
「
暴
力
を
振
る
わ

な
い
こ
と
」「
暴
力
を
見
逃
さ
な
い
こ

と
」「
人
を
尊
重
す
る
こ
と
」
を

意
識
し
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
入

も
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

【
講
座
で
の
生
徒
の
感
想
】

●
Ｄ
Ｖ
は
手
を
出
し
て
殴
る
、蹴
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
た
。け
ど
違
っ
た
。暴
力

に
は
暴
言
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

●
普
段
交
わ
し
て
い
る
友
達
と
の
会
話

の
中
に
も
、Ｄ
Ｖ
が
隠
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

●
Ｄ
Ｖ
は
テ
レ
ビ
の
ド
ラ
マ
で
し
か
聞

い
た
こ
と
な
か
っ
た
。今
回
Ｄ
Ｖ
の
リ

ア
ル
な
話
を
聞
い
て
こ
れ
は
人
ご
と

じ
ゃ
な
い
な
と
思
っ
て
ち
ょ
っ
と
怖
く

な
り
ま
し
た
。

●
Ｄ
Ｖ
を
な
く
す
た
め
に
は
、一
人
ひ
と

り
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
あ
げ
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、講
座
を
実
施
し
た
学
校
で
は
、

生
徒
の
D
V
防
止
に
対
す
る
意
識
を
継

続
し
て
い
く
た
め
、講
座
後
に
情
報
誌

を
発
行
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

✓✓✓✓✓✓

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
＝
配
偶
者
等
か
ら
の
暴

力
）と
は
、相
手
の
人
権
を
尊
重
せ
ず
に
傷
つ
け
て
し
ま
う
よ
う
な

態
度
や
言
動
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
大
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
若
者
の
間
に
も
起
き
て
い

て
、親
密
な
関
係
に
な
る
と
そ
の
傾
向
は
強
く
な
り
ま
す
。
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代表的な
スポット

タカ タカ科 カンムリワシ　　　　　　  

レッドデータ沖縄「絶滅危惧ⅠA類」  環境省レッドリスト「絶滅危惧ⅠA類」
国内希少野生動植物種  国指定特別天然記念物

石垣島と西表島全域

石垣島

西表島

「カンムリワシ」

全長 55cm、後頭部に冠羽があります。

国内では、石垣島と西表島に留鳥として分布しています。

八重山ではアヤパニ（綾羽）と呼ばれ、

八重山民謡「鷲の鳥節」に歌われるなどして親しまれています。

森林と、その周辺にある水田や湿地などに生息しています。

木の枝などに留まり、

ヘビ、カエル、カニなどの小動物を狙っている姿を見かけます。

八重山の空に舞う綾羽
アヤパニ



興味のあるシゴトはあるけれど、その実態がよくわからない。
やりがいや本音、現場の空気がもっと知りたい！そんな思いに応えてさまざまなシゴトをリポート！

ヒントはいつも現場にありました！

「リハビリテーション医療・福祉のシゴト（作業療法士）」●今月のシゴト・ターゲット

上司からもヒトコト

沖縄県産業・雇用拡大県民運動実施中！

「働く」を考えよう！

　日本でのワーク・ライフ・バランス研究者として第一

人者の大沢真知子教授に、世界各国の企業を取材し

た豊富な経験とご自身の体験を踏まえながら、日本企

業に適したワーク・ライフ・バランス、これからの時代

に求められる人事戦略についてお話しいただきます。

　浦添職業能力開発校で実施している職業訓練科目の

授業・実習風景の自由見学や実習の体験ができます。

オープンキャンパスを開催します！

平成21年度
ワーク・ライフ・バランス講演会

◆日時　11月4日（水）　午後1時30分～4時

◆会場　沖縄ハーバービューホテルクラウンプラザ

　　　　彩海の間（2F）

◆講演　「日本流ワーク・ライフ・バランス」

　　　　～新しい人事戦略で、企業価値を高める～

◆講師　大沢 真知子氏（日本女子大学教授）

◆定員　100名  どなたでも参加できます。入場無料

◆問合せ先　県雇用労政課

　　　　　　☎098-866-2366

●授業・実習の見学

◆日時　11月16日（月）～20日（金）

　　　　午後1時30分～4時

●実習体験

◆日時　11月21日（土）　午前9時30分～午後4時

◆場所　県立浦添職業能力開発校

◆問合せ先　県立浦添職業能力開発校

　　　　　　☎098-878-5627

　　　　　　☎098-879-2560

　介護マンガ「ヘルプマン」のくさか里樹さんによる

基調講演やトークセッションを行い、介護事業の現

状や課題についてお話しいただきます。

介護サービス業で
グッジョブフォーラム

◆日時　11月24日（火）　午後2時～4時

◆場所　那覇市ぶんかテンプス館大ホール

◆定員　250名　どなたでも参加できます。入場無料

◆問合せ先　県産業政策課雇用創出戦略スタッフ室

　　　　　　☎098-866-2324

「これからの人事戦略とは」

作
業
療
法
士
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

現
在
の
仕
事
内
容
は
？

一
日
の
平
均
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

仕
事
の
苦
労
や
や
り
が
い
は
？

社会医療法人  敬愛会  中頭病院  作業療法士　田場 辰典さん（28歳）

障
害
を
負
っ
た
人
の

社
会
復
帰
の
た
め
の

日
常
生
活
動
作
の
自
立
を

手
助
け
す
る
シ
ゴ
ト
。

い
わ
ば「
心
と
身
体
の

リ
ハ
ビ
リ
の
プ
ロ
」。

　

病
気
や
ケ
ガ
で
身
体
機
能
に
障
害
を

負
っ
た
り
、老
年
期
の
障
害
の
あ
る
人

に
対
し
、病
院
や
介
護
福
祉
施
設
な
ど

で
社
会
生
活
へ
の
復
帰
を
目
的
に
治
療

や
援
助
を
行
う
の
が
主
な
仕
事
。「
食

べ
る
」「
着
る
」と
い
っ
た
生
活
動
作
訓

練
、手
芸
や
工
作
、音
楽
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
療

法
を
通
し
て
、身
体
機
能
の
回
復
や
維

持
を
図
り
ま
す
。患
者
の
状
態
や
段
階

に
応
じ
た
ゴ
ー
ル
を
決
め
、「
一
緒
に

が
ん
ば
ろ
う
」と
い
う
精
神
面
で
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
も
大
切
。心
に
寄

り
添
う
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
も
求
め
ら
れ
ま
す
。作
業
療
法
士

は
O
T（
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ナ
ル
セ
ラ

ピ
ス
ト
・
O
ccupational Therapist）

と
も
呼
ば
れ
る
国
家
資
格
。作
業
療
法

士
養
成
校
な
ど
を
卒
業
後
、国
家
試
験

に
合
格
す
る
こ
と
が
必
須
で
す
。

平常心で冷静に業務に取り組む姿勢を高く評価。
洞察力・表現力を磨いてさらに成長して欲しい。
田場は今年から入院部門のリーダーを担い、今までとは

違う多角的な視点や人間関係の構築で苦労もある中、順

応に努力しています。患者さんの多くは人生の先輩。作

業療法ではその気持ちに寄り添う感性が大事で、チーム

医療には接遇やコミュニケーション能力も必須。今後も

忍耐強く結果を作り上げ、共に達成感を感じていこう！

作
業
療
法
士
の
シ
ゴ
ト
と
は

1981年宜野湾市出身。高校卒業後、沖縄ア

カデミー専門学校で介護を2年間学び、琉

球リハビリテーション学院作業療法学科

へ入学。4年間（現在は3年間）の在学中に

作業療法士国家資格を取得し、2005年社

会法人敬愛会中頭病院へ就職。入院患者

の心と身体のリハビリを担当。勤続4年目。

田場 辰典さん

介
護
の
専
門
学
校
の
実
習
で
患
者

さ
ん
に
接
す
る
中
、「
も
っ
と
深
く

関
わ
り
、役
に
立
ち
た
い
」と
い
う
想
い
が

ふ
く
ら
み
、さ
ら
に
四
年
間
学
ん
で
作
業
療

法
士
の
国
家
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。理
学

療
法
士
の
叔
父
の
影
響
も
あ
り
ま
す
ね
。

症
状
が
急
変
し
や
す
く
生
命
の
危

険
性
も
あ
る
「
急
性
期
」
の
入
院
患

者
さ
ん
に
対
し
、医
師
や
看
護
師
、理
学
療

法
士
、言
語
聴
覚
士
な
ど
の
専
門
家
と
チ
ー

ム
を
組
ん
で
治
療
に
あ
た
り
ま
す
。医
師
の

指
示
に
従
っ
て
身
体
機
能
の
回
復
・
向
上
を

理
学
療
法
士
が
行
い
、日
常
生
活
動
作
の
リ

ハ
ビ
リ
を
作
業
療
法
士
が
行
っ
て
生
活
自

立
を
め
ざ
し
ま
す
。

入
院
患
者
さ
ん
の
朝
食
に
合
わ
せ

て
午
前
八
時
半
よ
り
業
務
が
ス

タ
ー
ト
。食
事
や
洗
顔
、ト
イ
レ
や
入
浴
な

ど
日
常
の
作
業
を
補
助
し
な
が
ら
リ
ハ
ビ

リ
を
行
い
、一
人
に
約
四
十
分
、一
日
十
名

弱
の
患
者
さ
ん
を
担
当
。業
務
終
了
後
も
勉

強
会
や
資
料
作
成
な
ど
で
残
業
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
症
状
や
性
格
は
さ
ま

ざ
ま
。
決
し
て
無
理
強
い
は
せ
ず
、

状
況
を
見
て「
今
日
は
話
を
す
る
だ
け
」と

か「
少
し
ず
つ
一
緒
に
や
ろ
う
ね
」と
呼
び

か
け
て
、臨
機
応
変
に
対
応
し
ま
す
。患
者

さ
ん
の
死
に
直
面
し
た
際
は
と
て
も
落
ち

込
み
ま
す
が
、気
持
ち
を
切
り
替
え
て
一
人

で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に
役
立
と

う
と
自
分
を
励
ま
し
ま
す
。患
者
さ
ん
の
回

復
や
笑
顔
、「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
言
葉
が

や
り
が
い
。専
門
学
校
時
代
の
仲
間
や
家
族

の
存
在
も
心
の
支
え
で
す
ね
。

常
に
患
者
さ
ん
に
最
適
な
治
療
を

模
索
し
な
が
ら
勉
強
や
研
修
な
ど

を
重
ね
て
い
き
た
い
。よ
り
高
度
な
認
定
作

業
療
法
士
や
、患
者
さ
ん
の
住
み
良
い
自
宅

生
活
を
提
案
す
る
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
資
格
取
得
も
め
ざ
し
た
い
で

す
ね
。

朝
は
な
る
べ
く
早
く
出
勤
し
て
人

の
動
き
を
良
く
見
る
よ
う
に
心
が

け
、後
輩
に
は
自
分
か
ら
声
を
か
け
て
質
問

し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
ま
す
。上
司

は
作
業
療
法
士
と
し
て
十
五
年
の
経
験
を

持
つ
大
先
輩
。わ
か
ら
な
い
こ
と
は
相
談
し

た
り
指
示
を
仰
い
だ
り
、全
面
的
に
信
頼
し

て
い
ま
す
。

介
護
を
二
年
間
、作
業
療
法
を
四
年

間
学
ん
で
も
、現
場
で
は
ま
だ
ま
だ

知
識
や
経
験
が
足
り
な
い
と
痛
感
し
ま
す
。

学
生
の
う
ち
に
何
で
も
貪
欲
に
学
ん
で
欲

し
い
。レ
ベ
ル
の
高
い
人
と
勉
強
す
る
と
自

分
の
能
力
も
向
上
し
ま
す
。仕
事
と
は
生
涯

学
習
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

社会医療法人 敬愛会 中頭病院 ちばなクリニック
リハビリテーション科 リハビリテーション主任  上地安寛さん

今
後
の
目
標
は
？

職
場
の
人
間
関
係
を

円
滑
に
す
る
秘
訣
は
？

同
じ
道
を
め
ざ
す
人
へ

経
験
の
中
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
！ 

患者さんの

回復が

作業療法士の

喜びです。

後輩とは

気軽にいろいろ

話します。



　

十
一
月
二
十
七
日（
金
）か
ら
三
日
間
、宜
野
湾
市
の
沖
縄
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
離
島
フ
ェ
ア
2
0
0
9
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

お問い合わせお問い合わせ ●県税務課  TEL.098-866-2101　　FAX.098-866-2709 ●県地域・離島課  TEL.098-866-2370　　　FAX.098－866－2068

　

県
独
自
の
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、安
定
し
た
自
主
財
源
が
必

要
で
す
。県
は
そ
の
中
で
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
県
税
の
徴
収
に
対

し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
て

〜
県
税
の
徴
収
に
対
す
る
取
り
組
み
〜

県
の
課
題

個
人
県
民
税
の
対
策

自
動
車
税
の
対
策

　

本
県
の
徴
収
に
対
す
る
取
り
組
み

は
、個
人
県
民
税
及
び
自
動
車
税
の
対

策
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
個
人
県
民
税
は
、平
成
十
九
年
度

に
実
施
さ
れ
た
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
県

税
の
最
大
税
目
と
な
り
、県
税
滞
納
額

全
体
の
約
六
十
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、自
動
車
税
は
、収
入
率
の
向
上
と

も
に
滞
納
額
の
圧
縮
が
図
ら
れ
る
も
の

の
、県
税
滞
納
額
に
占
め
る
割
合
が
約

二
十
％
と
依
然
と
し
て
高
い
状
況
で

す
。

　

そ
こ
で
、県
は
、個
人
県
民
税
及
び
自

動
車
税
の
効
果
的
・
効
率
的
な
徴
収
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
で
、滞
納
額
の
圧
縮
と

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　

離
島
フ
ェ
ア
２
０
０
９

〜
島
の
数
だ
け
笑
顔
が
あ
る
〜

離
島
フ
ェ
ア

主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容

離
島
フ
ェ
ア
2
0
0
9
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ

日
時

場
所

　

今
年
で
二
十
一
回
目
を
迎

え
る
離
島
フ
ェ
ア
は
、離
島
の

産
業
振
興
に
加
え
、地
域
間
交

流
を
促
進
し
、地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

離
島
の
自
然
を
活
か
し
た

特
産
品
の
展
示
即
売
会
や
、伝

統
芸
能
公
演
、文
化
講
演
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

県
内
の
十
八
離
島
市
町
村
が

一
堂
に
会
す
る
離
島
フ
ェ
ア
。

個
性
豊
か
で
魅
力
あ
ふ
れ
る

島
々
の
笑
顔
と
元
気
を
お
届
け

し
ま
す
。多
く
の
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
11
月
27
日（
金
）  

・
11
月
28
日（
土
）

・
11
月
29
日（
日
）

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
展
示
棟
・
会
議
棟
）

　

個
人
県
民
税
は
市
町
村
が
個
人
市

町
村
民
税
と
併
せ
て
、個
人
住
民
税
と

し
て
徴
収
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
県

は
市
町
村
と
の
連
携
を
強
化
し
、次
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
直
接
徴
収
】

　
　

個
人
住
民
税
の
滞
納
分
を
市
町

村
か
ら
引
き
受
け
、市
町
村
の
代
わ

り
に
県
が
徴
収
業
務
を
行
う
。

【
併
任
制
】

　
　

県
の
税
務
職
員
が
市
町
村
の
税

務
職
員
と
し
て
任
命
を
受
け
、市
町

村
職
員
と
一
緒
に
個
人
住
民
税
の

徴
収
業
務
を
行
う
。

【
個
人
県
民
税
徴
収
対
策
チ
ー
ム
の
設
置
】

　
　

よ
り
集
中
し
た
個
人
県
民
税
対

策
を
行
う
た
め
、平
成
二
十
年
度
よ

り
専
任
職
員
を
配
置
し
、市
町
村
と

の
共
同
催
告
や
共
同
臨
戸
、差
押
等

の
実
務
指
導
等
を
行
う
。

　

平
成
十
九
年
度
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
自
動
車
税
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、納
税
者
の
利
便
性

の
拡
大
が
図
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、金
融
機

関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
な
い
一

部
の
離
島
に
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
納
付
で

き
る
よ
う
に
自
動
車
税
の
納
め
や
す
い
環

境
を
整
え
て
い
ま
す
。

滞
納
処
分
の
実
施

※

平
成
二
十
年
度
実
績

　

計
七
回
実
施（
う
ち
落
札
件
数
一
一
二
件
、

　

落
札
金
額
約
一
二
六
万
円
）

平
成
二
十
一
年
度
実
施
公
売
物
件
の
一
例

（
上
）ダ
イ
ハ
ツ 

テ
リ
オ
ス

（
下
）天
然
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
イ
ト
キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ

　

県
で
は
、県
税
を
滞
納
し
て
い
る
方

へ
督
促
と
催
告（
文
書
・
電
話
・
自
宅
等

訪
問
）を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
県

税
を
納
め
な
い
悪
質
な
滞
納
者
に
つ
い

て
は
、法
律
に
基
づ
い
た
財
産
の
差
押

え
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、捜
索
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
実
施

し
、県
税
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

県
で
は
、平
成
十
九
年
度
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
導
入
し
て
い
ま

す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
は
、公
売
情

報
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
で
、

①
入
札
者
数
の
確
保
が
図
ら
れ
る

②
多
数
の
入
札
者
が
競
り
合
う
こ
と

で
、公
売
落
札
価
額
が
高
く
な
り
税

収
増
加
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
で
県
税
を
納
期
内
に
納

め
ら
れ
な
い
方
に
対
し
て
は
、各
県
税

事
務
所（
宮
古
・
八
重
山
事
務
所
）で
納

税
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。安
定
し
た

自
主
財
源
の
確
保
や
充
実
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
も
、県

税
は
納
期
内
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
特
産
品
の
展
示
即
売
会

  

離
島
の
農
林
水
産
加
工
品
、伝
統
工

芸
品
や
泡
盛
な
ど
、伝
統
的
な
特
産
品

か
ら
新
た
に
開
発
さ
れ
た
商
品
ま
で
、

十
八
離
島
市
町
村
の
普
段
な
か
な
か

手
に
入
ら
な
い
特
産
品
が
一
堂
に
集

ま
る
離
島
フ
ェ
ア
な
ら
で
は
の
物
産

展
で
す
。

○
離
島
食
堂
＆
食
堂
ラ
イ
ブ

　

離
島
の
素
材
を
活
か
し
た
名
物
料

理
や
離
島
で
し
か
味
わ
え
な
い
珍
味

が
も
り
だ
く
さ
ん
の
離
島
食
堂
。ミ
ニ

ス
テ
ー
ジ
で
の
島
唄
ラ
イ
ブ
と
と
も

に
離
島
の
ス
ロ
ー
な
時
間
を
お
届
け

し
ま
す
。

○
伝
統
芸
能
公
演

  

各
離
島
の
個
性
が
溢
れ
る
伝
統
芸
能

や
離
島
出
身
者
に
よ
る
パ
ワ
フ
ル
な

島
唄
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
す
。

○
他
各
種
イ
ベ
ン
ト

　

離
島
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
島
く

と
ぅ
ば
大
会
や
離
島
の
風
景
や
日
常

を
描
い
た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
展
、離
島

の
絶
滅
危
惧
種
パ
ネ
ル
展
も
同
時
開

催
し
ま
す
。

離
島
フ
ェ
ア
開
催
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
〇
九
八―

九
六
三―

八
一
九
一

県税の差押件数  （単位・件）

1,4000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
H18

4,390

7,315

12,136

H19 H20

合計
約43.5億円

個人県民税
26.5億円

自動車税
9.0億円

60.8%

3.9%
4.5%

20.6%
個人県民税
26.5億円

不動産所得税
4.5億円

その他
1.6億円

法人事業税
1.9億円

自動車税
9.0億円

60.8%

3.9%
4.5%

20.6%

県税の滞納額内訳（平成20年度決算）

（その他の内訳）
法人県民税0.6億円
個人事業税0.5億円
軽油取引税0.5億円

午
前
10
時

〜
午
後
6
時

｝

【
展
示
棟
イ
ベ
ン
ト
】

【
会
議
棟
イ
ベ
ン
ト
】

午
後
1
時
〜
6
時
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各施設行事予定表

県立博物館・美術館

本　　館

宮古分館

八重山分館

県広報課 〒900-8570　那覇市泉崎1-2-2　TEL.098-866-2020　FAX.098-866-2467 kouhou@pref.okinawa.lg.jp

県 立 図 書 館 情報
ひろば
情報
ひろば

お昼のひととき、県が実施する行事や募集の
お知らせなどを行っています。
放送時間／毎週月曜日～金曜日
ラジオ沖 縄
RBCiラジオ
F M 沖 縄

（864KHz）11:50～11：55
（738KHz）11:55～12：00
（87.3MHz）12:55～13：00

詳しくは沖縄県ホームページへ http://www.pref.okinawa.jp/　トップページ▶広報・広聴について▶広報誌、テレビ番組等

ご意見・ご提言 県政に対するご意見・ご提言をEメール、FAX、手紙などで募集しています。
県民ご意見箱、知事へのたより
※記入様式等は、ホームページをご覧ください。募集中 あて先

ラジオ県民室ラジオ県民室
11       放送

予定月

RBC　  6：15　　QAB  　11：30　　OTV 　 6：45テレビ放送時間 土 土 日

県広報課からのお知らせ県広報課からのお知らせ

●
日
時

　11
月
1
日（
日
）　

　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
半（
雨
天
決
行
）

●
場
所

　県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
試
験
場

　
　
　
　（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
裏
）

●
内
容
　
親
子
バ
イ
ク
体
験
コ
ー
ナ
ー
や

　
飲
酒
ゴ
ー
グ
ル
体
験
等

　
※
入
場
無
料
で
す
。

●
問
合
せ
　
県
民
生
活
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
8
7

●
日
時

　11
月
1
日（
日
）午
後
2
時
〜

●
場
所

　沖
縄
県
市
町
村
自
治
会
館
ホ
ー
ル

●
講
師
　
中
谷
　
彰
宏
氏

　
　
　
　（
就
活
バ
イ
ブ
ル「
面
接
の
達
人
」著
者
）

●
問
合
せ
　
沖
縄
県
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
5
4
6
5

　
県
産
業
政
策
課
雇
用
創
出
戦
略
ス
タ
ッ
フ
室

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
2
4

●
日
時

　11
月
2
日（
月
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
内
容
　
県
内
専
門
高
校
・
特
別
支
援
学
校

　
の
生
徒
た
ち
の
作
品
展
示
、ロ
ボ
ッ
ト
競

　
技
、即
売
会
等

●
問
合
せ
　
県
立
学
校
教
育
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
1
5

●
日
時

　11 

月
27
日（
金
）午
後
1
時
〜
6
時

　
　
　
　
11
月
28
日（
土
）、29
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
6
時

●
場
所

　沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
展
示
棟
・
会
議
棟
）

●
問
合
せ
　
離
島
フ
ェ
ア
開
催
実
行
委
員
会
事
務
局

　☎
0
9
8
ー
9
6
3
ー
8
1
9
1

　
県
内
で
製
造
・
販
売
さ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
の
認
定
申
請
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
建
設
資
材
を
除
く
）

●
締
切
　
11
月
30
日（
月
）ま
で

●
問
合
せ

　県
環
境
整
備
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
2
3
1

【
小
規
模
企
業
共
済
】

　
小
規
模
企
業
の
個
人
事
業
主
又
は
会
社

等
の
役
員
が
廃
業
又
は
退
職
し
た
場
合
に

共
済
金
等
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
加
入
資
格
　
従
業
員
の
数
が
20
人
以
下

　
の
個
人
事
業
主
及
び
会
社
の
役
員
等

●
月
掛
金

　1
千
円
〜
7
万
円（
5
百
円
刻
み
）

【
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
】

　
取
引
先
が
倒
産
し
た
場
合
に
、納
付
掛
け

金
の
10
倍
の
範
囲
内（
最
高
3
2
0
0
万

円
）で
被
害
額
相
当
の
貸
付
を
無
担
保
、無

保
証
人
、無
利
子
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
加
入
資
格
　
引
き
続
き
1
年
以
上
事
業

　
を
行
っ
て
い
る
個
人
の
事
業
者
又
は
会

　
社
で「
資
本
金
等
の
額
」又
は「
従
業
員

　
数
」が
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
者
等

●
月
掛
金

　5
千
円
〜
8
万
円（
5
千
円
刻
み
）

●
問
合
せ

　県
経
営
金
融
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
4
3

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
雇
用
に
関
す

る
各
種
支
援
制
度
の
説
明
と
各
機
関
に
よ

る
助
成
金
や
融
資
制
度
の
相
談
会
を
行
い

ま
す
。（
要
事
前
申
込
）

【
北
部
地
区
】

●
日
時
　
11
月
5
日（
木
）午
後
2
時
〜

●
場
所
　
県
北
部
合
同
庁
舎
2
階

●
備
考
　
参
加
無
料（
受
付
午
後
1
時
半
）

●
問
合
せ
　
県
雇
用
労
政
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
6
6

　
県
民
の
皆
さ
ま
の
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
要
望
を
お
受
け
し
ま
す
。

【
南
部
地
区
】

●
日
時
　
11
月
6
日（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
糸
満
市
役
所
３
階
会
議
室

●
問
合
せ
　
県
広
報
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
2
0

　
沖
縄
行
政
評
価
事
務
所

　
☎
0
9
8
ー
8
6
7
ー
1
1
0
0

　
県
で
は
、自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、

収
入
率
の
向
上
を
目
指
し
、自
動
車
税
の
集

中
的
な
滞
納
整
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
税
を
ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
や
県
税
事
務
所
等
で

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
県
税
務
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
0
1

●
場
所

　パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
前
広
場

●
内
容
　
果
物
の
重
さ
当
て
ゲ
ー
ム
や
騒

　
音
計
で
の
大
声
測
定
等

●
問
合
せ
　
県
計
量
検
定
所

　☎
0
9
8
ー
8
8
9
ー
2
7
7
5

　
県
産
材
を
用
い
た
木
製
品
展
示
販
売
や

親
子
木
工
教
室
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
日
時

　11
月
12
日（
木
）〜
15
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
8
時

●
場
所
　
沖
縄
市
プ
ラ
ザ
ハ
ウ
ス

●
問
合
せ
　
県
森
林
緑
地
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
2
9
5

●
日
時

　11
月
15
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
4
時

●
場
所

　県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
・
沖
縄
科

　
学
技
術
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー（
う
る
ま
市
）

●
内
容
　
ラ
ボ
ツ
ア
ー
や
科
学
実
験
デ
モ

　
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
等

●
問
合
せ
　
県
科
学
技
術
振
興
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
5
6
0

●
日
時

　11
月
20
日（
金
）、21
日（
土
）

●
場
所

　県
立
武
道
館

　
県
で
は
、職
員
が
県
民
の
皆
さ
ま
の
も
と

に
直
接
出
向
き
、県
が
重
点
的
に
取
り
組
む

事
業
や
県
政
の
課
題
等
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
説
明
す
る「
お
き
な
わ
県
政
出
前

講
座
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
講
座
内
容
　
身
近
な
問
題
か
ら
県
の
重

　
点
施
策
ま
で
13
分
野
、65
の
テ
ー
マ
を
準

　
備
し
て
い
ま
す
。

（
講
座
例
）

・
沖
縄
県
の
カ
ジ
ノ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

・
沖
縄
の
米
軍
基
地
に
つ
い
て

●
対
象
　
概
ね
20
人
以
上
の
集
会（
営
利
、

　
宗
教
、政
治
活
動
を
目
的
と
す
る
も
の
、

　
苦
情
、陳
情
を
目
的
と
す
る
も
の
は
除
く
）

●
実
施
日
時

　
平
日  

午
前
10
時
〜
午
後
8
時

　
土
日  

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　（
年
末
年
始
、祝
日
を
除
く
）

●
問
合
せ
　
県
広
報
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
2
0

児童虐待防止
防災農業
離島フェア
犯罪被害者週間

計
量
の
ひ
ろ
ば

沖
縄
ウ
ッ
デ
ィ
フ
ェ
ア

沖
縄
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア

離
島
フ
ェ
ア
2
0
0
9

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
2
0
0
9

就
活
討
論
会

「
就
職
戦
線
を
有
利
に
の
り
き
れ
！
」

H
o
n
d
a
エ
ン
ジ
ョ
イ

セ
ー
フ
テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
向
け
て

☎098-834-1218

☎0980-82-2145

☎098-941-8200

◆読書週間行事
　「郷友会・沖縄県人会関係資料展」
　 11月9日まで(11月3日は臨時開館)

☎0980-72-2317

◆ミニ展示　「ミステリー特集」
　11月1日（日）～23日（月）
◆郷土史講座（第８講～第９講）　
　11月4日(水)、11月8日(日)
◆郷土史研究会（11月定例会）
　11月19日（木）

◆ミニ展示　「読書を楽しむ」
　11月1日(日) ～23(月)

7 日・8 日
14日・15日
21日・22日
28日・29日

◆博物館企画展 「琉球使節、江戸へ行く！」　
　期　間：11月29日(日)まで
　入場料：一般900円、高校生・大学生500円、
　　　　  小・中学生300円

◆美術館企画展「名渡山愛順展」
　期　間：12月20日（日）まで
　入場料：一般1,000円、高校生・大学生700円、
　　　　  小・中学生300円

◆「名渡山が愛した琉球舞踊」鑑賞会
　日　時：11月７日(土)午後１時半～２時半
　場　所：県立博物館・美術館講堂
　料　金：2,500円（「名渡山愛順展」入場券付き）

☆休館日：毎週火曜日（11月3日は、本館のみ
　臨時開館）、祝日
　http://www.library.pref.okinawa.jp/
☆臨時休館（宮古・八重山分館）
　11月24日（火）～12月8日（火）

☆休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
2
0
1
0
」
通
信
⑦

雇
用
支
援
制
度
活
用
相
談
会

一
日
合
同
行
政
相
談
所

お
き
な
わ
県
政
出
前
講
座

平
成
21
年
度
自
動
車
税

滞
納
整
理
強
化
月
間

11月1日(日)大会開催まで、あと

日
です

269
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大会公式HPはこちら大会公式HPはこちら

　
競
技
を
運
営
す
る
市
町
村
実
行
委
員

会
は
、来
年
の
高
校
総
体
開
催
に
向
け
て

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

十
月
現
在
、全
競
技
の
半
分
以
上
の
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
終
え
た
市
町
村

実
行
委
員
会
の
競
技
担
当
者
は「
今
回
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
た
お
か
げ
で
、来
年
度

の
大
会
イ
メ
ー
ジ
は
つ
か
め
た
が
、役
員

の
動
き
が
見
え
な
い
不
安
材
料
が
あ
る
。

高
校
O
B
・
O
G
、大
学
生
等
ど
れ
だ
け

多
く
の
役
員
を
集
め
ら
れ
る
か
、ま
た
そ

の
役
員
養
成
が
急
務
で
す
」「
大
会
役
員

依
頼
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
数
な
の
で
、連

絡
調
整
に
苦
労
し
た
。ま
た
、大
人
数
の

役
員
を
ま
と
め
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
の

運
営
す
る
に
は
、組
織
づ
く
り
が
必
要
で

す
。こ
れ
か
ら
本
番
に
む
け
て
、役
員
及

び
補
助
員（
高
校
生
）の
養
成
を
お
こ
な

い
、全
国
大
会
が
で
き
る
よ
う
作
業
を
進

め
た
い
」と
新
た
な
課
題
解
決
に
向
け
意

欲
的
で
す
。

　
市
町
村
実
行
委
員
会
で
は
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
の
反
省
・
課
題
を
踏
ま
え
、大
会

本
番
で
、ス
ム
ー
ズ
な
競
技
運
営
が
お
こ

な
え
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。来

年
の「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」開

催
に
向
け
、市
町
村
実
行
委
員
会
も
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

県
産
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
利
用
促
進
制
度

共
済
加
入
者
募
集



恩 納 村

輝
け
　

わ
し
た
島
の
未
来

！

豊
か
な
農
漁
業
資
源
を
生
か
し

「
お
ん
な
ブ
ラ
ン
ド
」構
築
へ

王
朝
文
化
が
薫
る
琉
歌
や

史
跡
を
観
光
資
源
に

「
恩
納
村
に
学
ぶ
！
」

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
ヒ
ン
ト

　

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
が
広
が
る

本
島
西
海
岸
沿
い
に
位
置
す
る
恩
納
村

は
、年
間
約
二
百
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

る
県
内
有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
地
。女
流
歌
人

「
恩
納
ナ
ビ
ー
」 

の
ふ
る
さ
と
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。地
域
資
源
も
豊
富
で
、

県
の
拠
点
産
地
に
指
定
さ
れ
る
パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
や
海
ぶ
ど
う
を
は
じ
め
、熱

帯
果
樹
や
花
卉
園
芸
、モ
ズ
ク
の
養
殖
も

盛
ん
な
地
域
で
す
。

　

恩
納
村
に
訪
れ
る
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど

が
マ
リ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
的
に
訪
れ
る
為
、

冬
に
な
る
と
客
足
が
落
ち
込
み
ま
す
。そ
こ

で
恩
納
村
で
は
、冬
場
の
集
客
を
目
的
と
し

た
新
た
な
特
産
品
開
発
と「
琉
歌
の
里
お
ん

な
」で
、地
域
お
こ
し
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

恩
納
村
商
工
会
事
務
局
長
の
平
田
克
裕

さ
ん
は
、「
昨
年
か
ら
特
産
品
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を

使
っ
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
ジ
ャ
ム
、モ
ズ
ク

を
使
っ
た
ま
ん
じ
ゅ
う
や
村
木
の
フ
ク
ギ

を
用
い
た
染
物
な
ど
、約
二
十
種
を
試
作

し
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　

今
年
は
、国
や
県
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、引
き
続
き
特
産
品
の
開
発
と
観
光
開

発
に
着
手
し
て
い
ま
す
。村
商
工
会
や
役

場
、Ｊ
Ａ
や
漁
協
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
二
つ
の
委

員
会
を
設
立
し
、冬
か
ら
春
先
に
か
け
て

の
観
光
振
興
を
目
的
に
、地
域
の
観
光
資

源
で
あ
る
「
恩
納
ナ
ビ
ー
」や
「
琉
歌
」を

テ
ー
マ
に
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
平
成
二
年
よ
り
琉
歌
大
賞
を
開
催
し

て
い
る
恩
納
村
は
、  

琉
歌
の
里  

と
し
て

団
塊
世
代
の
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
歌

碑
巡
り
や
歴
史
散
策
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
」と
話
す
の
は
、村
商
工
会
経
営
指

導
員
の
比
嘉
秀
仁
さ
ん
。村
文
化
財
案
内

人「
道
の
会
」 

や
村
琉
歌
会
な
ど
の
地
域

団
体
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
多
く
の
情
報

を
集
約
し
、「
ナ
ビ
ー
ロ
ー
ド
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
」を
企
画
。ナ
ビ
ー
の
生
家
跡
や
村
内

の
歌
碑
、国
指
定
史
跡
の
歴
史
の
道
を
巡
り

ま
す
。そ
の
他
、琉
歌
イ
ベ
ン
ト
や
琉
歌
資

料
館
の
整
備
も
行
う
予
定
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
名
城
一
幸
さ
ん
は「
地
元

の
人
に
愛
さ
れ
る
も
の
こ
そ
が
地
域
ブ
ラ
ン

ド
に
つ
な
が
り
ま
す
。ま
ず
は
、村
内
か
ら
沖

縄
全
体
へ
琉
歌
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
め
た

い
」と
熱
く
語
り
ま
す
。琉
歌
会
と
協
力
し
、

琉
歌
大
賞
の
運
営
や
琉
歌
の
普
及
・
啓
蒙
、

観
光
商
品
開
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

「
今
後
の
課
題
は
、恩
納
村
の
原
風
景
を
守

る
た
め
に
村
民
の
生
活
の
場
と
観
光
の
住
み

分
け
や
観
光
客
受
け
入
れ
の
上
限
を
決
め
る

な
ど
、ル
ー
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
り
が
重

要
」と
平
田
さ
ん
は
考
え
ま
す
。村
商
工
観
光

課
名
城
淳
一
課
長
も「
地
域
お
こ
し
と
あ
わ
せ

て
村
を
緑
で
つ
な
ぐ  

緑
の
回
廊
事
業   

を
展
開

中
」と
、環
境
保
全
の
重
要
性
を
訴
え
ま
す
。

　

「
恩
納
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
は
安
心

安
全
な
無
農
薬
栽
培
に
こ
だ
わ
り
、他
と

の
差
別
化
を
図
っ
て
い
ま
す
」と
胸
を
張

る
農
家
の
大
城
一
彦
さ
ん
。安
全
な
材
料

の
安
定
供
給
が
ジ
ュ
ー
ス
や
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
な
ど
の
加
工
品
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

ち
ゅ
ら
さ
工
房
の
仲
西
美
佐
子
さ
ん

は
、｢

フ
ク
ギ
染
め
が
特
産
品
に
な
れ
ば
、

恩
納
村
の
原
風
景
で
あ
る
フ
ク
ギ
並
木

も
残
る
。地
域
と
一
緒
に 

幸
せ
の
黄
色 

を

次
代
へ
伝
え
て
い
け
た
ら｣

と
子
供
た
ち

の
未
来
を
見
つ
め
ま
す
。

　

「
以
前
は
身
近
す
ぎ
て
地
元
の
素
晴
ら
し

い
素
材
や
海
の
美
し
さ
に
気
づ
か
な
か
っ
た
」

と
話
す
村
漁
協
の
當
眞
亮
さ
ん
は
モ
ズ
ク
コ

ロ
ッ
ケ
の
開
発
を
担
当
。サ
ン
ゴ
が
元
気
な
海

は
モ
ズ
ク
の
成
長
も
早
い
こ
と
を
知
り
、自

然
の
大
切
さ
を
実
感
。サ
ン
ゴ
保
全
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「  

お
い
し
か
っ
た   

も
っ
と
こ
う
し

て
欲
し
い 

と
い
う
お
客
さ
ま
の
声
に
も

耳
を
傾
け
な
が
ら
、こ
こ
に
し
か
な
い
も
の

　シルバーウィークに家族で東京ディズニーランドへ遊びに行ったの
ですが、沖縄に帰ってきてすぐ新型インフルエンザ発症。どうやら人混
みの多い東京でウィルスをもらってきちゃったようです（汗）。それから
の１週間は高熱と体中の激しい痛み、食欲の減退に苦しまされました。
けど、思わぬ副産物として５キロ痩せちゃったのはラッキー？   （tako）

　沖縄の台所には必ずある「人参シリシリー器」。実は珍しい台所用品のよう
です。県外に移住した友人は、「人参シリシリー器」を求め何件ものお店を探
し回っても見つからず、結局沖縄の実家から取り寄せたそう。調べて見ると
「人参シリシリー器」は新潟で製造され、100％沖縄に卸しているため県外で
は流通していないようです。ご当地土産に良いかもしれません。      (momo)
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　村木のフクギを使った
　染物を開発（恩納村）

特
産
品
開
発
と
観
光
開
発
の
二
本
立
て                    

冬
場
の
集
客
を
め
ざ
す「
琉
歌
の
里
お
ん
な
」の
地
域
お
こ
し

を
揃
え
た
い
」

と
語
る
の
は
、

特
産
品
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

の
役
割
を
担
う

「
お
ん
な
の
駅 

な
か
ゆ
く
い
市
場
」店
長
の
与
儀
繁
一
さ
ん
。

　

「
地
域
が
一
丸
と
な
り
、村
全
体
が
潤
う

地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
目
標
。み
ん
な
が
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
ら
な
け
れ
ば
続
か
な
い
」。平
田

さ
ん
の
言
葉
に
全
員
が
う
な
ず
く
団
結
力

が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

　

・
中
小
企
業
庁
の「
小
規
模
事
業
者
新
事
業

全
国
展
開
支
援
事
業
」の
補
助
を
活
用

・
恩
納
村
に
し
か
な
い
も
の
で

特
産
品
を
し
っ
か
り
差
別
化

・
お
客
さ
ま
の
生
の
声
に
耳
を
傾
け
、

改
善
に
生
か
す

・
モ
ノ
づ
く
り
を
す
る
人
た
ち
の
元
気
が

み
ん
な
に
伝
染
し
、「
村
全
体
で
豊
か
に
」

「
み
ん
な
で
ハ
ッ
ピ
ー
」と
い
う

プ
ラ
ス
思
考
で
取
り
組
む

恩納村商工会
☎098-966-8258
URL　http://www.onnanavi.jp

アンケート
「美ら島沖縄」のご感想をお聞かせください。
パソコンはこちら
http://www.pref.okinawa.jp/churahome/

「
お
ん
な
ブ
ラ
ン
ド
」を

守
り
支
え
る
多
く
の
人
た
ち

“

”

パッションフルーツやモズク、フクギを用い、
恩納村にしかない新たな特産品を開発

「“おんなブランド”と“琉歌の里おんな”地域イメージブランド構築」に携わるメンバー

沖縄初の国指定史跡「国頭方西海道」や恩納岳を望む
「恩納松下の歌碑」など、村内の史跡・琉歌を観光資源に活用

農業を営む大城さん

“

”

“

”

“

”
“

”

「おんなの駅 なかゆくい市場」与儀店長


